
Ｑ４： 総合的な学習の時間を「探究的な学習」にするには、どうすればよいですか。

総合的な学習の 総合的な学習の時間は教育課程に明確に位置付けられました。この時間は各教科

時間の位置付け との役割分担が明確となり、探究的な学習としての充実が期待されています。

そこで、各学校ではこの時間が探究的な学習となるように、現在の計画を見直し、

展開することが重要です。

探究的な学習例 例えばインターネットで調べて、プリントし、切り貼りし、よく理解していない

言葉を用いて発表するような活動が見られますが、これは探究的な学習とは言えま

せん。情報の収集、表現、発表もしていますが、その情報を分析しないと深まりの

ないものになってしまいます。探究的な学習は問題解決的な活動が発展的に繰り返

されていく学習活動です。以下に中学校の例を示しますので参考にしてください。

指導計画の見直し 探究的な学習にするためには計画の見直しが必要です。「解説」の第５章に数多

く例示されていますので、これを参考にするとよいでしょう。また、現在機能して

いる計画を見直すためのチェックリストを示しますので、参考にしてください。

□ 学習方法に関することですか？

□ 自分自身に関することですか？

□ 他者や社会とのかかわりに関することですか？

＊学習対象＊

□ 探究的にかかわる ひと・もの・こと

が示されていますか？

＊学習課題＊

□ 横断的・総合的な課題ですか？

□ 児童生徒の興味・関心に基づく課題ですか？

□ 地域や学校の特色に応じた課題ですか？

□ 職業や自己の将来にかかわる課題ですか？（中学校）

□ 横断的・総合的な学習や探究的な学習になっていますか？

□ 課題を見付け、学び、考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や能力を育成できますか？

□ 学び方やものの考え方を身に付けることができるようになっていますか？

□ 主体的、創造的、協同的に取り組む態度を育てられますか？

□ 自己の生き方を考えさせられますか？

目標に必ず含める５つの要素（趣旨に含んでいれば、重点化や別の要素を付け加えることもできます。）

内容（例示された課題全てを扱う必要はありません。目標や実態に応じて具体的に設定します。）

育てようとする資質や能力及び態度の視点（視点が３つ例示されていますので、設定の際に配慮します。）

【探究的な学習へ】

【探究的な学習例】

（中学校学習指導要領解説 総合的な学習の時間編 P.13、P.42参照）

自分の目的に照ら

して考える。

・仕事について考える。

・様々な職業を調べる。

体験したい職業を探す。

自分で計画を立てる。

自分で課題を見付ける。

振り返り

働くとはどういうこと

かを考える。

・将来自分が仕事に就くとは

どういうことか。

・自分に適している仕事には

どんなものがあるか。

意見交換や情報交換

感想や体験談

レポートや体験発表

共通性や違いが分かりも

う一度詳しく調べる。
職場体験の実施

新しい課題へ
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